
プ ル サ － マ ル  

－ 資 源 節 約 効 果 に 対 す る 疑 問 と 安 全 問 題 に つ い て － ( 図 表 )  

 

 

図 １ 炉 型 によるウラン資 源 利 用 率  

 

 

 

図 ２ プルサ－マルによる節 約 効 果 －推 進 側 の説 明  

 

（「ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料の使用について」平成 17 年 11 月 28 日、中国電力株式会社）  

 

 

 



図 ３ ＭＯＸ燃 料 集 合 体 の炉 心 装 荷 パタ－ン例 （福 島 第 一 ３号 ） 

 

 

図 ４ プルサ－マルとウラン燃 料 炉 心 との熱 中 性 子 束 分 布 の違 い 

 

 

図 ５ ＭＯＸ燃 料 集 合 体 内 のプルトニウム含 有 率 分 布  

 



図 ６ ＭＯＸとウランの中 性 子 、γ線 発 生 数 比 較  

 

 

 

図 ７ プルサ－マルによる安 全 余 裕 の減 少  

 
 

 

表 １ 日 本 におけるプルサ－マルの歴 史  

建前だけの時代（高速増殖炉中心の時代） 

１９６１年 原子力委員会第２回「原子力開発利用長期計画」（以下「長計」）にプルサ－マルが初登場 

１９７８年 第５回長計、「少数体規模実証計画」発表 

１９８６年 日本原子力発電（株）敦賀１号（BWR）で「少数体規模実証試験」実施 

         ２体のＭＯＸ燃料燃料集合体で３年６ヶ月、集合体平均燃焼度 26.4GWd/t 

１９８７年 第７回長計、９０年代前半に PWR、BWR 各１基で「実用規模実証計画」発表 

         しかし、結局、実施されず。 

１９８８年 関西電力美浜１号（PWR）で「少数体規模実証試験」実施 

         ４体のＭＯＸ燃料集合体で２年９ヶ月、集合体平均燃焼度 23.3GWd/t 

 つじつま合わせの時代（余剰プルトニウム問題の時代） 

     冷戦終結 

１９９１年 政府、余剰プルトニウムを出さないと国際公約、初のプルトニウム利用計画発表 

            ２０１０年までの需要、供給が各々約８５トン 



１９９４年 第８回長計、プルトニウム利用計画を修正 

            需給量  ９０年代末まで 各々約４トン、 

                 ２０１０年まで 各々約６９～７９トン 

            プルサ－マル ９０年代後半  少数基、 

                   ２０００年頃 約１０基、 

                   ２０１０年まで 十数基 

プルサ－マル実施へ動き出した時代（放射性廃棄物処分問題が表面化した時代） 

１９９５年 高速増殖原型炉「もんじゅ」事故 

１９９６年 プルトニウム需給計画、２００３年までを目標に見直しへ 

１９９７年 １月、総合エネルギ－調査会原子力部会、プルサ－マル推進策発表 

           “プルサ－マルは今後数十年にわたって続く” 

          ２０００年までに３～４基、２０００年代後半には計十数基 

  同   ２月、通産相と科技庁、福井、福島、新潟三県知事に協力要請（福井は拒否） 

  同   ２月、電気事業連合会、「プルサ－マル導入計画」発表（表２） 

  同   ２月、橋本首相、三県知事まねいて協力要請 

  同   ３月、東電、関電、原電、導入炉名と導入年を挙げ、各県に導入申し入れ 

１９９８年 １月、関電、英ＢＮＦＬ社にＭＯＸ燃料加工を要請 

  同   ５月、福井県知事、関電へ事前了解、高浜３、４号の国の安全審査始まる。 

  同   １１月、福島県等、東電へ事前了解 

  同   １２月、関電高浜３、４号の安全審査終了 

プルサ－マル挫折の時代 

１９９９年 英国ＢＮＦＬ社によるＭＯＸ燃料製造デ－タ捏造発覚、 

         高浜のプルサ－マル計画延期 

２００２年 ８月、東電原発の欠陥隠し発覚 

  同   ９月、福島県、新潟県両知事、プルサ－マル事前了解を白紙撤回 

２００４年 ８月、関電美浜３号１１人死傷事故、プルサ－マル実施の見通し立たず 

 

表 ２ 電 力 11 社 のプルサ－マル計 画  

1999 年 2000 年 2000 年初頭頃 ～2010 年 

東京電力 福島ⅰ-3 
柏崎刈羽

3 
１基 ０～１基 

関西電力 高浜４ 高浜３ 大飯１～２基 

中部電力 １基 

九州電力 １基 

日本原子力発電 敦賀 2＋東海第二

北海道電力 １基 

東北電力 １基 

北陸電力 １基 

中国電力 １基 



四国電力 １基 

電源開発 １基 

累計 ２基 ４基 ９基 16～18 基 

 

表 ３ 原 子 炉 級 プルトニウムの同 位 体 比 と放 射 能 毒 性  

 

同 位 対 比  
半 減

期  
核 分 裂

性  

原 子 炉 級 プ ル ト ニ ウ ム １ グ ラ ム 中 に

含 ま れ る  

各 核 種 の 量 は 年 摂 取 限 度 の  原 子 炉

級  

核 兵 器

級  
（ 年 ）  

Pu-2

38 
2 0.07 88 

 
3700 万倍 

Pu-2

39 
58 93 24,100 核分裂性 630 万倍 

Pu-2

40 
24 7 6,570 

 
840 万倍 

Pu-2

41 
11 0.7 14 核分裂性 4100 万倍 

Pu-2

42 
5 

 
376,000 

 
2.6 万倍 

 

 

表 ４ 各 国 のＭＯＸ燃 料 規 制 値 比 較  

 

含 有 率 o r 富 化 度 燃 焼 度 （ G W d / t ） 炉 心 装 荷 率  

ペ レ ッ ト 最 大 、 ％  集 合 体 最 大  炉 心 最 大  

富 化 度  含 有 率 Ｐ Ｗ Ｒ  Ｂ Ｗ Ｒ  ％  

フランス 7.08 40 30 

ドイツ 4.65 48 33(PWR)38(BWR) 

ベルギー 8.2 45 20 

スイス 5.5 50 40 

日本 8 13 45 (40) 1/3 

富化度：核分裂性プルトニウムの割合 


